















1 3 5 7 2 号
学位授与年月日 平成 10 年 2 月 25 日









































(3) 精密機器の徴振動に対する強さの指標として徴振動感度を用いることを提案し， AFM (原子間力顕微鏡)を用い
たモデル及び実験を通して，その感度特性による評価が可能でかつ有用でトあり，また徴振動感度が精密機器の性
能を決定するものであることを示している。さらに，その計測法の開発を提起して，床振動より小さな微振動目
標波を生成することができる微振動試験装置を提案し，良好な試験結果を得ている。
以上のように本論文は，微振動制御に関して，除振系におけるアクティプ制御法の技術課題の解決を図り，さらに
精密機器に関する微振動感度の概念とその計測技術に関する提案を行い，精密機器に対する制御工学及び計測工学の
発展に寄与するところが大きしユ。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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